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当該高校では 5月 11日より遠隔授業を開始し，6月 27日まで完全オンラインによる授業を実施した。
















































































































それぞれの形式の実施状況はつぎの通りであった。高校では，① 26.8％，② 56.2％，③ 17.0％，大







































ンドが 50％以上，場合によっては 8割近くの高評価（評価 4, 5点）を得ているのに対し，資料提示



















































































































































































































 9 当該高校においては，総合的学習 1時間が設置されている。前期と後期に分けられ，それぞれ別の教員が担
当する。1学年分（8クラス）が設置され，生徒はいずれかの授業に振り分けられるシステムとなっている。
文系・理系のそれぞれの教員が担当し，生徒は通年で，文系と理系の両方の授業を受けることになっている。
 10 当該高校において，選択科目は 2時間続きの授業となっている。7群・14時間が設定され，生徒が自由に選
択する。ただし，20～30名ほどの定員が設定されているため，二次抽選，三次抽選に回る生徒も少なくない。
 11 第 18回早稲田大学学校教育学会（2020年 8月 22日，オンライン開催）において，東京都立白鷗高等学校の
善本久子校長より，遠隔授業実践の報告があった。白鷗高校ではリアルタイム型を中心に遠隔授業が実施さ
れ，受講した生徒の授業評価は総じて高いものであったという。一方で，「講義座学系」の評価が「実技実習
系」のそれを上回ったという結果も紹介されていた。「実技実習系」よりも「講義座学系」のほうが遠隔授業
に馴染むという傾向を読み取ることができるのである。
 12 一方で，「理系科目は対面のほうがわかりやすく感じる。式なども細かく教えられないとわからない」と記述
した高校生もいた。遠隔教育と理系科目のマッチングについて，われわれには十分な配慮が求められている
といえよう。
 13 同じオンラインであっても，時間的に拘束されるオンラインと自由なオンデマンドには大きな違いがあり，
時間割上，両者がモザイク状に配置されることには教育効果を損ねる危険性が潜んでいると考えねばならな
い。なお，「非同期型」の授業においては，時間割調整が必要ないという利点が指摘されている（植野　2003: 
425）。この観点からは，オンデマンド型の汎用性は極めて高いといえるであろう。
 14 「各教科で授業形式が異なるため，対応が難しい」（高校生），「日によって負担が全然違う」（高校生），「課題
の提出も科目によって違うので，分かりづらかった」（大学生），「先生によって課題の難しさや量がバラバラ
で，大変だった」（大学生），「科目によって課題の提出期限にバラつきがあり，スケジュールを組むのが大変
だった」（大学生）といった意見があった。
 15 需要構造に着目して遠隔教育を論じた田島貴裕は，教育の本質として，知識や技術を獲得するための「投資」
と，学ぶことを楽しむ「消費」という 2つの側面を見出している（田島　2012: 43）。ひとが「費用最小化行動」
に従えば，学習者は学費の安い通信制を選択する筈であるが，現実には通信制の学生は減少しているのであ
る（田島　2012: 45）。つまり，「消費」こそが，教育の根幹に根差しているのであり，ならば，学ぶことの楽
しさを学習者に伝えることが最重要課題と認識されるべきである。遠隔教育におけるパラダイム変換もアク
ティブ・ラーニングの導入も，同じ方向を志向していると，筆者には思われてならない。なべて教育はその
ような理念を堅持するべきであり，もちろん，遠隔教育も同様なのである。この基本姿勢を，教員は見失っ
てはならない。コロナ禍はそのことに気付かせてくれたのだ。
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